
定時制の課程 

令和７年度 前期選抜募集要項 
福 島 県 立 郡 山 萌 世 高 等 学 校 

〒963-8002 福島県郡山市駅前二丁目 11 番 1号  

電  話  ０ ２ ４ － ９ ３ ２ － １ ７ ６ ７ 

Ⅰ 入 学 者 募 集 

１ アドミッションポリシー 

  郡山萌世高等学校定時制課程では、次のような生徒を求めています。 

    ① 学ぶ意欲があり、学校生活を頑張りたい生徒 
② 前向きに自分なりの目標や夢を見つけたい生徒 
③ 自分を変えるきっかけを見つけたい生徒 
④ 社会で生きていく力を身に付けたい生徒 

 
 ２ 募 集 定 員 

定時制の課程 普通科 
（１） 特色選抜 

① 昼間主コース120名の 5％程度 
② 夜間主コース 40名の50％程度 

（２） 一般選抜 
① 昼間主コース120名から、特色選抜において合格と判定された者を除いた数 

     ② 夜間主コース 40名から、特色選抜において合格と判定された者を除いた数 
 
 ３ 出 願 資 格 

   本校に入学を出願することのできる者は、次の（１）、（２）のいずれかに該当する者とする。 
   （１） 中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校若しくは中等教育学校の前期 

    課程（以下「中学校」という。）を卒業又は修了した者、あるいは令和 7年 3月卒業見 
   込又は修了見込の者（以下「卒業者及び卒業見込の者」という。） 

     （２） 中学校卒業者と同等以上の学力があると認められる者 

① 外国において、学校教育における 9年の課程を修了した者 

② 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設の当該課程を修了した者 

③ 文部科学大臣の指定した者 

④ 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則（昭和 41年文部省令第 36号）に

より、 中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者 

⑤ 本校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

 
 ４ 特色選抜における「志願してほしい生徒像」 

本校は、「生徒一人一人を真に大切にする教育（個別支援教育）」を教育の基本方針とし、自

立して生きる力、思いやる力、他者とかかわり協働する力を育む学校である。 
このような本校の特徴をふまえ、年齢を問わず、以下の要件をすべて満たす生徒を求めている。 

昼間主コース：本校で学ぶ目標や夢が明確で、その実現に向けて行動できる者。また、ICTを

活用して、本校の DX化に取り組み、予測困難な社会の担い手として学び続け

る意欲を有する者。 
夜間主コース：働く目的や計画が明確であり、働きながら学ぶ意欲を有する者（アルバイト

を含む）。 
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Ⅱ 出   願 

１ 通 学 区 域 

   「福島県立高等学校の通学区域に関する規則」により県下一円とする。 
 
２ 出 願 方 法 

（１） 中学校卒業者及び卒業見込の者は、在学（出身）中学校長を通して、本校校長に出願する。 
（２） 上記（１）以外の者は、直接、本校校長に出願する。 

  
３ 併願の取扱い 

（１） 志願者は、本校の特色選抜と一般選抜のいずれか又は両方に出願することができる。特色

選抜と一般選抜の両方に出願する場合、一般選抜で出願するコースは、特色選抜で出願した

コースと同じコース又は異なるコースへ出願することができる。 

（２） 特色選抜の出願においては、第二志望は認めない。 
（３） 特色選抜と一般選抜を併願する場合、又は一般選抜のみに出願する場合は、一般選抜にお

いて他のコースを第二志望とすることができる。 
 
 ４ 出 願 期 間 

   令和 7年 2月 4日（火）から 2月 7日（金）までとする。 

   受付時間は、午前 9時から午後 4時までとし、出願最終日は午前 9時から正午までとする。 

   郵送により出願する場合（県外等）は、速達・書留とし、必要額の切手を貼付した返信用封筒

（返信先の住所、氏名等を明記した長形 3号封筒）を同封の上、令和 7年 2月 7日（金）正午ま

でに必着とする。その場合、事前に本校校長に連絡する。 

 
 ５ 出願に必要な書類 

（１） 中学校卒業者及び卒業見込の者 
① 入学願書 
② 令和 7年度福島県立高等学校入学志願に関する調査書（以下「調査書」という。） 

ただし、平成 31 年 3 月末日までに中学校を卒業した者については、調査書の提出を免        

除する。 

なお、提出期間は令和 7年 2月 14日（金）から 2月 17日（月）までとする。受付時間

は、午前 9時から午後 4時までとする。 

③ 特色選抜志願理由書（本校のホームページからダウンロードしたもの） 
ただし、一般選抜のみに出願する志願者については不要とする。 

④ 受験票用紙 
⑤ 入学検定料納付済証明書用紙 

（２） 上記（１）以外の者 
① 入学願書（上記（１）①に同じ） 
② 特色選抜志願理由書（上記（１）③に同じ） 

ただし、一般選抜のみに出願する志願者については不要とする。 
③ 健康診断書（令和 7年 1月以降に医師の診断を受けたもの） 

ただし、この要項に示した「Ⅰ 入学者募集」の「３ 出願資格」の「（２） 中学校卒業 

者と同等以上の学力があると認められる者」の②に相当する者（１ページ参照）について

は、健康診断書の提出を免除する。 

④ 履修証明書、学習成績証明書 
ただし、やむを得ない事情がある場合は、それに代わるもの。 

⑤ 受験票用紙 
⑥ 入学検定料納付済証明書用紙 
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（３） 中学校長は、本校校長に入学願書を提出するとき、前期選抜志願者名簿を添付する。 
（４） 入学願書には、入学検定料として、950円の「福島県収入証紙」を貼付する。 

ただし、志願者において消印しない。 

 
 ６ 自己申告書の提出 

中学校において不登校であった志願者、本人に帰責されない身体・健康上のやむを得ない理由

（病気・事故等）により長期欠席等であった志願者については、本人の希望により、その理由な

どを記載した自己申告書（県教育委員会のホームページからダウンロードしたもの）を出願に際

して本校校長に提出できる。 

提出できる者は、不登校等による欠席日数が１年間で 30 日以上の者とするが、30 日未満の日

数であっても希望する者は提出することができる。 

また、保健室等登校であった者も、その日数が１年間で 30日以上の場合提出できるが、30日未

満の日数であっても希望する者は提出することができる。 

   提出及び受領は次の方法により行う。 
（１） 志願者は、必要事項を記入した後、厳封の上、本校校長あて親展とし、書留で郵送す

るか又は持参する。郵送の場合には、志願者の住所、氏名を記入し、必要額の切手を貼

付した返信用封筒（返信先の住所、氏名等を明記した長形 3号封筒）を同封する。 

（２） 自己申告書の提出があった場合、本校校長は、自己申告書受領書を交付する。 

（３） 提出期間は、令和 7年 2月 14日（金）から 2月 17日（月）までとする。 

郵送の場合には、2月 17日（月）の消印有効とする。 

持参の場合の受付時間は、午前 9時から午後 4時までとする。 

ただし、土曜日及び日曜日は受け付けない。 

 
 ７ 県外からの出願 

   県外からの志願者は、上記５に示した出願書類のほかに、次の書類を提出する。 
（１） 他都道府県の公立高等学校を志願しないことを証明する書類 

志願者の在学（出身）中学校長は、当該都道府県の公立高等学校を志願しないことを

証明する書類（様式共通 2 号）を作成し、当該都道府県の教育委員会教育長の証明を受

ける。 
（２） 保護者が本校の通学区域に居住することになることを証明する書類 

市町村長が発行する「住民票の写し」 
ただし、住民登録ができない事情がある場合は、保護者の勤務先の所属長が発行する

「転勤見込証明書」など、本校の通学区域に居住することになることを証明する書類で

代替することができる。 
 
 ８ 願 書 受 付 

（１） 出願書類を受け付けた場合は、受験番号を記入した受験票及び入学検定料納付済証明書を 
交付する。 
志願者は、交付された入学検定料納付済証明書については、写しをとっておく。 

（２） 本校校長は、志願者の入学願書について精査し、入学願書に記載した事項に虚偽があると

認めた場合は、入学願書の受付を取り消すことがある。 
 
 ９ 出願先変更 

志願者は、令和 7年 2月 10日（月）から 2月 13日（木）までの期間内で、1回に限り、出願

先及び出願した選抜を変更することができる。 

   受付時間は、出願の場合と同じである。 

   ただし、祝日は受け付けない。 
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（１） 本校内で出願先及び出願した選抜を変更する場合は、新たに作成した入学願書及び受験

票用紙に「前期・連携型選抜出願先変更願」（様式前期３号の１）を添えて、在学（出身）

中学校長を通して本校校長に提出する。 
    ただし、中学校卒業者及び卒業見込の者以外の者については、直接、本校校長に提出す

る。 
（２） 他の高等学校及び福島県立特別支援学校高等部へ出願先を変更する場合は、「令和 7年度 
   福島県立高等学校入学者選抜実施要綱」のとおりとする。 
（３） 出願先変更に際して新たに提出する入学願書には、「福島県収入証紙」及び「入学検定料

納付済証明書」を貼付する必要はない。 
    ただし、出願先変更により入学検定料の不足が生ずる場合は、入学願書に不足額の「福

島県収入証紙」を貼付する。 
（４） 出願先変更により特色選抜に新たに出願する者は、新たに作成した特色選抜志願理由書

を在学（出身）中学校長を通して本校校長に提出する。 
    ただし、中学校卒業者及び卒業見込の者以外の者については、直接、本校校長に提出す

る。 
（５） すでに交付を受けた受験票は返還する。 

 
10 出願の取消し 
（１） 中学校卒業者及び卒業見込の者が前期選抜の出願を取り消す場合は、「出願取消届」（様

式共通７号）を在学（出身）中学校長を通して出願期間終了後に本校校長に提出する。 

（２） 上記（１）以外の者は、「出願取消届」（様式共通７号）を出願期間終了後に、直接、本校 

   校長に提出する。 

（３） 前期選抜の出願を取り消す者は、本校校長に受験票を返還する。 

  ただし、すでに納付された入学検定料については返還しない。 

 
11 出願の特例措置 

 保護者の転勤に伴う県外からの一家転住等により、出願書類提出期間に手続きができなかっ 
た者が、新たに出願する場合は、出願先変更期間に限り、これを受け付ける。その手続きは、 
上記「Ⅱ 出願」の「７ 県外からの出願」を準用する。 
 

Ⅲ 入 学 者 選 抜 

 １ 選 抜 方 法 

（１） 特色選抜 

本校校長は、中学校長から提出された特色選抜志願理由書、調査書の審査結果、学力検査

の成績及び特色選抜に係る面接（以下「特色面接」という。）を資料として選抜を行う。選抜

に当たっては、本校の特色やコースの特性等に配慮しつつ、志願者の個性や学ぶ意欲を重視

し、その教育を受けるに足る能力・適性等を総合的に判定し、選抜する。 
ア 学力検査 

学力検査を実施する教科は次のとおりとし、各教科の満点を 50点、検査時間はそれぞれ

50分とする。 

   国語 社会 数学 理科 外国語（英語） 

   なお、外国語（英語）の検査には、「放送によるテスト」を含む。 

イ 特色選抜志願理由書 

記載内容について十分精査し、志願者についての理解を深めるために活用する。 

      ウ 調査書 

「各教科の学習の記録」は傾斜配点を実施し、音楽、美術、保健体育、技術・家庭の評定

を 2倍し、195点満点とし、「特別活動等の記録」及び「長所・特技等の記録」は 55点満点
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として、合計 250点満点とする。 

    エ 特色面接 

      個人面接を実施する。 
      「特色選抜志願理由書」の記載内容を踏まえて、意欲的に挑戦する姿勢や高校生活の展

望、それらを具体的に表現する力を評価する。 
      特色面接については、点数化し、100点満点とする。 

    オ 選抜資料の満点 

      全体の満点は、600点とする。 

（２） 一般選抜 

本校校長は、中学校長から提出された調査書の審査結果、選抜のための学力検査の成績及

び一般選抜に係る面接（以下「一般面接」という。）の結果を資料として、本校の特色やコー

スの特性等に配慮しつつ、その教育を受けるに足る能力・適性等を総合的に判定して選抜す

る。 

ア 学力検査 
学力検査を実施する教科は次のとおりとし、各教科の満点を 50点、検査時間はそれぞれ

50分とする。 

   国語 社会 数学 理科 外国語（英語） 

   なお、外国語（英語）の検査には、「放送によるテスト」を含む。 

イ 調査書 

「各教科の学習の記録」は 195点満点とし、「特別活動等の記録」及び「長所・特技等の

記録」は 55点満点として、合計 250点満点とする。 

    ウ 一般面接 

      個人面接を実施する。 

      本校を志願する理由や高校生活における目的意識などをみる。 

      一般面接については、段階評価する。 

    エ 学力検査と調査書の成績の比重 

      同等とする。 

（３） 特色選抜と一般選抜の両方に出願した志願者が、特色選抜に不合格になった場合は、一般

選抜のみの志願者と併せて選抜の対象とする。 
（４） 選抜に当たっては、以下の点に配慮する。 

ア 障がい等の有無については、特に就学不能と認められる者を除いては、不利益等を生じ

る資料としない。 
イ 海外帰国生徒等に係る選抜資料については、その事情により、本校校長は県教育委員会

と協議して、弾力的に取り扱うこととする。 
ウ 志願者から自己申告書の提出があった場合には、本校校長は、これを選抜に際して志願

者を理解するための補助資料として取り扱う。 
 

２ 学力検査・面接の日時、会場及び受験上の注意 

（１） 学力検査（特色選抜・一般選抜共通） 

① 日 時   令和 7年 3月 5日（水） 午前 9時～午後 3時 10分 

② 日 程 

7:50  8:10       8:30   9:00      9:50  10:10     11:00  11:20        12:10      13:10      14:00  14:20     15:10 

受

付 
点呼 
諸注意 

入

場 国 語 休 数 学 休 外国語 
（英語） 

昼 食 理 科 休 社 会 

(50分)   (20分)   (50分)  (20分)    (50分)     (60分)     (50分)   (20分)   (50分) 

③ 会 場   福島県立郡山萌世高等学校 

 
７　郡萌高定　前期

5



（２） 特色面接（特色選抜） 

    ① 日 時   令和 7年 3月 5日（水） 午後 3時 40分（学力検査終了後）開始 

    ② 日 程 
14:20        15:10      15:30       15:40 

社会 移動 点呼 
諸注意 特色面接 

③ 会 場   福島県立郡山萌世高等学校 

④ 対 象   特色選抜のみの志願者 

            及び特色選抜と一般選抜を併願している志願者 

 

（３） 一般面接（一般選抜） 

① 日 時   令和 7年 3月 6日（木） 午前 9時開始 

② 日 程 

7:50       8:10        8:30       9:00 

受付 点呼 
諸注意 入場 一般面接 

③ 会 場   福島県立郡山萌世高等学校 
④ 対 象   一般選抜の志願者全員（ただし、特色選抜のみに志願した者を除く） 

 
（４） 受験上の注意 

① 3月 5日（水）、3月 6日（木）とも志願者は午前 8時 10分までに受付を済ませること。 

② 受験票は当日忘れずに持参し、受付に提示すること。 

③ 3月 5日（水）の学力検査当日は次のものを持参すること。 

昼食、鉛筆（シャープペンシルも可）、消しゴム、コンパス、定規（ただし、下敷、分度

器は使用できない。） 

上ばきは、持参する必要はない。 

④ 携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、電子辞書等の電子機器類及び検査の趣

旨に反するもの（各辺の長さの比が印字された三角定規、直線の定規で折りたたむと分度

器になるもの等）については、検査会場への持ち込みをしないこと。（持ち込んだ場合は、

一時預かる。） 

⑤ 3月 5日（水）、3月 6日（木）の面接待機時間に、本を読むことは差し支えない。また、 

面接時間は、受験前日までに在学（出身）中学校に連絡するとともに、当日本校にて連絡

する。 

（５） その他 

インフルエンザ罹患、新型コロナウイルス感染症罹患及び体調不良等により別室で受験を

した志願者で、検査等の一部を欠席した者が追検査の対象となる場合についても、追検査等

を受験できる。 

  
３ 合 格 者 発 表 

（１） 令和 7年 3月 14日（金）正午以降に本校で発表する。 
（２） 本校校長は、合格者に対して、受験票と引き換えに合格通知書を交付する。 
（３） 中学校長の求めに応じて、特色選抜と一般選抜のいずれで合格したのかが分かる合格者

一覧を提供する。 

    提供日時 令和 7年 3月 14日（金）合格者発表から午後３時まで 

    提供場所 福島県立郡山萌世高等学校 ９階事務室 

（４） 本校校長は、提出書類の記載内容に事実と相違している点が認められたときは、合格を  
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取り消すことがある。 
 
４ 追検査等の実施 

  追検査等の実施については、当該志願者が欠席した検査等を実施し、他の志願者と併せて判定

する。 

（１） 追検査等の対象となる志願者は、次のいずれかに該当する者とする。 

    ① インフルエンザ等学校感染症（※）に罹患した状態にあり、検査等の全部又は一部を欠

席した者 

    ② インフルエンザ等学校感染症以外の疾病や負傷等により、やむを得ず検査等の全部又は

一部を欠席した者 

    ③ 試験会場に向かう途中の事故・事件等に巻き込まれた場合や非常災害による交通遮断等、

やむを得ない事由により検査等の全部又は一部の欠席を余儀なくされた者 

      なお、上記②、③の志願者の追検査等受験の可否については、本校校長と県教育委員会

が協議し判断する。 

     ※ ここでいう「インフルエンザ等学校感染症」とは、学校保健安全法施行規則第 18条に

定められた「学校において予防すべき感染症」を指すものとする。 

（２） 追検査等の定員について 

定員枠については、募集定員の外枠とはしない。 

（３） 追検査等受験の手続き 

    ① 在学（出身）中学校長は、事前に本校校長に連絡する。 

      ただし、中学校卒業者及び卒業見込の者以外の者については、直接、本校校長に連絡す

る。 

    ② 追検査等の受験を希望する者は「追検査等受験願」（様式共通 14 号）を令和 7 年 3 月 7

日（金）午後 4時までに在学（出身）中学校長を通して本校校長へ提出する。 

      ただし、中学校卒業者及び卒業見込の者以外の者については、直接、本校校長に提出す

る。 

    ③ インフルエンザ等学校感染症に罹患した状態にあり、検査等の全部又は一部を欠席した

者及びインフルエンザ等学校感染症以外の疾病や負傷により、やむを得ず検査の全部又は

一部を欠席した者については、医師の診断書等、医療機関の受診が分かる書類を添付する。 

    ④ 本校校長は追検査等の受験を認めた者に対して、「追検査等受験許可証」（様式共通 15号）

を交付する。 

（４） 追検査等の日時、日程及び会場 

    ① 追検査（学力検査）の日時 令和 7年 3月 11日（火） 午前 9時～午後 2時 45分 

    ② 追検査（学力検査）の日程 

7:50  8:10        9:00      9:50  10:05     10:55  11:10       12:00       12:50      13:40  13:55     14:45 

受

付 
点呼 
諸注意 国 語 休 数 学 休 外国語 

（英語） 昼 食 理 科 休 社 会 

(50分)  (15分)   (50分)  (15分)   (50分)       (50分)     (50分)  (15分)   (50分) 

    ③ 特色面接・一般面接の日時 令和 7年 3月 11日（火）の追検査（学力検査）終了後、又

は 3月 12日（水）の午前 9時以降、本校校長が指定した日時    

    ④ 会 場  福島県立郡山萌世高等学校 

    ⑤ 外国語（英語）の検査には、「放送によるテスト」を含む。 

    ⑥ 追検査等の一部を受験する場合の日程については、在学（出身）中学校を通して連絡す

る。 

    ⑦ 非常災害による交通遮断等が追検査当日まで及ぶ場合は、追検査等の日時を別に設定す

る。 
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（５） 受験上の注意 

    ① 追検査等の受験日時と受付時間については、追検査等受験許可証を交付する際に連絡す

る。 

    ② 受験票と追検査等受験許可証を当日忘れずに持参し、受付に提示すること。 

    ③ 3月 11日（火）の追検査（学力検査）の志願者は次のものを持参すること。 

昼食、鉛筆（シャープペンシルも可）、消しゴム、コンパス、定規（ただし、下敷、分度

器は使用できない。） 

      上ばきは、持参する必要はない。 

④ 携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、電子辞書等の電子機器類及び検査の趣

旨に反するもの（各辺の長さの比が印字された三角定規、直線の定規で折りたたむと分度

器になるもの等）については、検査会場への持ち込みをしないこと。（持ち込んだ場合は、

一時預かる。） 

    ⑤ 面接待機時間に、本を読むことは差し支えない。また、面接時間は、受験前日までに在

学（出身）中学校に連絡するとともに、当日本校にて連絡する。 

 

５ そ の 他 

（１） 障がい等のある志願者に対する配慮は次のとおりとする。 

① 中学校卒業者及び卒業見込の者 
ア 原則として年内に、志願者は、中学校長を通して、「受験上の配慮申請書」（様式共通

11号）を、本校校長に提出する。その際、中学校長は中学校における「生活・学習の様

子、配慮等に関する説明書」（様式共通 12号）と本校校長が必要と判断した場合には診

断書等も併せて提出する。 

本校校長は必要に応じて、県教育委員会と受験上の配慮に関して協議を行う。 

イ 本校校長は、願書受付後に、「受験上の配慮に関する通知書」（様式共通 13 号）によ

り、受験上の配慮に関して中学校長を通して志願者に通知する。 

② 上記①以外の者 

ア 原則として年内に、志願者は、「受験上の配慮申請書」（様式共通 11号）を、本校校長

に提出する。本校校長が必要と判断した場合には診断書等を提出する。 

本校校長は必要に応じて、県教育委員会と受験上の配慮に関して協議を行う。 

イ 本校校長は、願書受付後に、「受験上の配慮に関する通知書」（様式共通 13号）により、 

 受験上の配慮に関して志願者に通知する。 

（２） 選抜の一部が未完了となった者の取扱い 

選抜の一部が未完了となった者の取扱いは次のとおりとする。 

① 追検査等の対象となる志願者 

「一部未完了となった選抜の意思連絡書」（様式共通 16 号）を令和 7 年 3 月 7 日

（金）午後 4 時までに本校校長へ提出する。その場合、在学（出身）中学校長は、事

前に本校校長に連絡する。「一部未完了となった選抜の意思連絡書」を受けた本校校長

は、「一部未完了となった選抜の意思連絡書受領書」（様式共通 17号）を交付する。 

なお、「一部未完了となった選抜の意思連絡書」において、追検査等の受験を希望し

た場合の手続きについては、この要項に示した「Ⅲ 入学者選抜」の「４ 追検査等の

実施」の「（３）  追検査等受験の手続き」に定めるところによる。「一部未完了とな

った選抜の意思連絡書」において、追検査等の受験を希望しない場合は受験した内容の

みで合否判定を行う。 

② 追検査等の対象とならない志願者 

受験した内容のみで合否判定を行う。 

（３） 入学辞退の手続き 

合格者のうち、入学を辞退する者は、「入学辞退届」（様式共通 8号）を在学（出身）中 
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   学校長を通して本校校長に提出する。 

   ただし、中学校卒業者及び卒業見込の者以外の者については、直接、本校校長に提出す

る。 

（４） 入学者選抜に関するその他のことがらについては、「令和 7年度福島県立高等学校入学者

選抜実施要綱」のとおりとする。 
 

※ 本校の入学者選抜事務での氏名等については、外字を用いず、コンピュータ等で一般に使用さ

れるものを用いますのでご了承ください。 
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